地図とコロニアリズム : 松浦武四郎の蝦夷地「探検」 by 米家 志乃布
地図とコロニアリズム : 松浦武四郎の蝦夷地「探
検」
著者 米家 志乃布
出版者 法政大学比較経済研究所
雑誌名 比較経済研究所ワーキングペーパー
巻 114
ページ 42-57
発行年 2003-04-21
URL http://hdl.handle.net/10114/4242
地図と。ロニアリズムー松浦武四郎の蝦夷地「探検」
米家志乃布（第一教養部助教授）
１．はじめに
本報告は、幕末蝦夷地の探検家としてもっとも有名な松浦武四郎の仕事を中心に、地図
とコロニアリズムの関係について考察することを目的としています。本題に入る前に、地
図史研究の背景つまり地図史研究全体の動向の中で、どのような研究課題があり、松浦武
四郎の業績がどのように位置付けできるのかを説明します。
第一に、「地図」が、どのように科学的・近代的な地図に発展してきたのかを、古くか
ら存在する(例えばヨーロッパではＴＯｍａｐ、日本では天竺図など）「絵図」が、近代的測
量技術の発達に伴って、地図に変わっていく、つまり、科学的･近代的地図への発展史と
いう流れのなかで絵図を評価していく方法で、これはいわゆる「地図」の歴史を追ってい
くという手法になります。これが一番オーソドックスでポピュラーなものです。その場合、
いわゆる「絵図」は、未完成で遅れたものであるという評価になってしまいます。
第二に、「地図」ではない「絵図」について、もう少し脚光を浴びさせようということ
で始まってきた研究潮流です。日本においては、荘園絵図や曼陀羅図が主流です。その際、
絵図を人々の空間像あるいは認職と結び付けて考えています。この場合、どちらかという
と地図よりは絵図と世界像、あるいは地図と文化の関係が重要であり、このときも地図は
スケールごとになっていて、世界地図と国士地図と国の地図、あるいはもっとミクロスケ
ールの地域図ですとかそういった形で区分されて、それぞれの地域社会なり、国なり世界
なりといった様々な文化との関係を明らかにしていくという立場があります。大きくこの
二つの動向が地図史の中では有名です。
最近私自身がたまたまある仕事の関係で、自分の分担として訳さなければいけなかった
のですが、イギリスのCosgroveとDanielＢいう地理学者が編集しているnlelconography
ofLandBcapeという本があります。その本の中にHarley(ケンブリッジ出身で晩年はアメ
リカの大学に勤めていた)という非常に有名な地図史の研究者のかかれた幾つかの論文の中
で、「地図、知識、そして権力」という論文がありますが、そのなかに書いてあることか
ら考えてみますと、その論文は、明らかに地図とpoliticalｐｏｗｅｒの関係を重視し、かつ地
図を言語とするあるいは知職・権力の－形態とする立場を全面的に打ち出したものでした。
これから私自身の研究に影響されまして、改めて自分のフィールドである蝦夷地北海道を
考えるきっかけになりました。
実際に日本の北方図研究というのはどのように進められてきたかというと、北方図に関
わる研究者は多く、特に近年最も大きな成果を出した本として、秋月俊幸先生が書かれて
いる「日本北辺の探検と地図の歴史｣があります。秋月先生が北海道大学の北方資料室に長
いこと勤められた後に出版された本で、多くの地図・図版と解説のある本なのですが(1999
4２ 
年出版)、北海道大学図書刊行会からでています。高倉新一郎先生(元北大農学部教授)の｢北
海道古地図集成｣という本があります。両方とも探検と地図の歴史であり、近代的･科学的
になっていく地図を賞賛する立場にあります。
このなかでの大きな二つの研究動向として、一つは小縮尺の地図（この場合ですと日本
全士、サハリン、千島列島を含む）の研究が中心で、いかに正確に実際の土地輪郭が描か
れていくかという視点、もう一つはヨーロッパ人、ロシア人、日本人による探検と地理を
明らかにしていくにつれて正確な実測図が作られていく視点、が重要視されているという
ことです。
私自身の関心は、１９世紀日本の北方の地域情報がどのように構築されて利用されていく
のかということです。この場合の視点の－つは、日本全体の地図ではなくて、地域図、地
域情報というものの研究が遅れているので、それのどのような研究内容があるのかという
ことです。面白いことに気づいたのですが、実測図はあっても、やはり絵図や風景画はあ
る一定の割合で存在しているわけで、その意味を検討することが重要な研究テーマです。
二つめは、地図が支配の道具としてどのような役割をしてきたのかということです。地図
の図像、画面、画像それそのものを問うことも重要なのですが、地図情報の構築に非常に
興味があり、今日はその情報の構築の在り方そのものについて若干事例を紹介して、今後
の展望にしてみたいと思います。「おわり」にも少し書いたのですが、情報をどうして重
視するかというと、地図を情報として捉える場合、“図像である'，“画像である''‘`人々が
見るものである”ことが－つなのですが、文字情報もそうですが繰り返し必ず利用されて
いく、同時代もしくは後世の人々の持っている地域像なり空間像にやはり少なからず影響
を与えていく、一つに地図が出された場合、その場限りで終わることはないということで
す。それらの情報は常に再利用されていき、取捨選択されていく、そういう行為がきわめ
て重要だなと最近思っています。
話を元に戻しますと、私の研究の留意点なのですが、いわゆる「蝦夷地」（支配者側から
の言い方をしてしまいますが)から「北海道」に地名が変更され、国民性なり、国境などの
境界線が引かれ、この地域が国民国家に編入されていくという図式は２００１年のこの段階
ではもちろん皆がわかっていることであり自分も踏まえているのですが、そこから一歩、
情報という視点で考えてみるのです。例えば、明治２年の開拓史設置以前に（第２次幕府
直轄期)、蝦夷地における情報収集なり、活用はどのように行われていたのか、また開拓
史設置以降、どのような意味をもってくるのか、こういった幕末以降の地図による情報活
用のあり方にも注目してみたいと思いました。
この時期に最初に挙げられる人物として有名な松浦武四郎の仕事に少し着目しました。
なぜ幕末にこだわるのかというと、幕府直轄期というのは大きく分けて１次直轄期と２次
直轄期に分けられるのですが、この２次直轄期（安政開港以降）の幕府の政策というのが、
明らかにその後の開拓使･北海道庁に連続するアイヌ民族の同化政策を推し進める契機と
なった時期として、この時期の地図情報を再検討してみることは重要だと思いました。
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２．松浦武四郎について
次に、具体的に松浦武四郎の話に入っていきます。松浦武四郎に関しては多くの研究が
なあり、マニアやファンの方も多いのですが、今日お配りした中に、右上に１番と書かれ
たプリントがあります。北大が持っている肖像画をコピーしたものですが、彼は全部で６
回蝦夷地を調査しています。経歴とあわせてちょっと見ていただければと思うのですが、
生まれは文政元年（1818年）で、現在の三重県の三雲町というところに郷士の四男である
ということです。私も調べたのですが、お金の出所がいまいちよく分からず、実家が金持
ちだったのか…と思ったのですが、郷士といってもいろいろな人がいるのでどうなのかと
おもっているのですが、武四郎はそののち非常にふらふらとあちこちに赴きます。最初、
津藩の平松楽斎の塾で学んでいたのですが、師匠と喧嘩をして、１６歳で退塾し、その後江
戸にふらりといってしまう。それ以降、ふらふらし、諸国遍歴の旅に出、或いは次の資料
にある天保５年の翌年に江戸で一度出家をしてしまうという経歴をもっています。その後
もふらふらしていたようなのですけれど、長崎や平戸に行き、平戸で少し芸術的・文学的
素養も身につけた多才な人でもあります。当時、非常に色々な情報が長崎あたりから入っ
てきて、彼は蝦夷地に大変な興味を示したということです。蝦夷地に行く前段階として西
日本などをずっと回っているのですけど、あと赴いてないのは蝦夷地だということで、一
度出家したのを還俗して蝦夷地を目指したそうです。そして、初航といわれている２８歳
のときの旅がプリントの①になります。だいたい東側をずっとまわって、帰ってくると。
西の方へ行こうと思ったら足止めを食らい、そのまま東に流れたということですけれども、
二回目、再航は樺太まで行っています。三回目、三航は３２歳の時らしいのですが、これ
は一気に国後、択捉を中心に回ると。ここまでが、どうも自費というか、自分で赴いてい
るのですね。「三航蝦夷全図｣を作っているのです。それによって、いろいろな人が武四郎
に目をつけ、幕府の雇いになってもらおうということで、安政２年、蝦夷地が直轄地にな
った後で幕府の雇いとして函館府行所のお雇いの形で、４回、５回、６回と旅を続けていき
ます．後半３回は幕府お雇いとしての役目です。④、⑤、⑥を見ていただいてわかるよう
に、蝦夷地をくまなく歩いています。その後、安政６年になりまして、「東西蝦夷山ﾉ||地
理取調図」という地図を江戸に戻ってきてから完成させます。このときに、ようやく身を
落ち着ける決心をして、江戸で結婚したということです。そこで出版の仕事というのでし
ょうか、彼自身がお抱えの版木師がいたので、自分の地図、日誌などを彫らせていたよう
なので、出版にもかなり力を入れていたのです。幕末時期は蝦夷地の地図だけに限らず、
たくさんの地図が出版されてきますので、その流れにも乗っていたのです。結婚した安政
６年の時点で、もう蝦夷地御用屋を辞職して自分の出版活動をしていたみたいです。後で
紹介しますが、そのときに｢蝦夷漫画｣というものを出版しました。
明治２年になりまして、やはり蝦夷地に一番詳しいのは武四郎だということで目をつけ
た人が、開拓判官に任命したのです。これはかなり上のほうの役職だったと聞いています。
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そのときに、北海道という名前と、国郡名の選定を彼が担ったそうです。ところがその翌
年に官職というか、位階を辞職して、二度と蝦夷地、北海道に行くこともなくふらふらし
ていたのですが、去年たまたま熊野に調査に行った時に聞いた話で有名な話は、武四郎は
紀伊半島の大台ケ原で蝦夷地と同じように開拓してやるということでがんばって開拓して
いたらしいのですが、それもあまりうまくいかなかったそうです。最後７１歳、長命なの
ですが、東京で死去ということです。晩年は大台ケ原の開拓以外は何もせず、ふらふらと
していたということです。
松浦武四郎に関する研究資料はたくさんあって、全てを紹介しきれることではないので
すが、動向のみ紹介しますと、もう一つお配りした論文があって、これはたまたま３月に
歴史学の先生に頼まれて書いたものです。女性史の論文集なので何か書いてくれというこ
とで、義理もあって断れなかったんです。専門外なので本当に苦労しました。そのときに、
地図の話を書こうと思ったのです。でもまだまとまってないので、結局アイヌ女性がどの
ように武四郎の記録の中で描かれているのかという話に終わってしまいました。そのとき
に武四郎の著作を読んでいろいろ考えたことではあるのですが、２２６ページの－番、「松浦
武四郎研究について｣のところをご覧下さい。繰り返しになってしまうので、そこに書い
てあることを簡単に説明しますが、松浦武四郎研究というのは、大きく分けて戦前の研究
と戦後の研究に分けられます。戦前の研究動向ではやはり、明治の最初に開拓判官にまで
なってすぐ辞職してしまったことも影響しているのでしょうか、明治初期以降の日本社会
では武四郎は評価されてないというか非常に低い評価でありました。しかし明治末になる
と、日露戦争によって樺太領有がきまります。それによって、日本北進の先兵といわれ樺
太までくまなく調査した武四郎は素晴らしいという話になり、そこで初めて脚光を浴びて
くるという状況があるようです。そのときにも、ここに書いてあるのですが、国家主義的
な愛国家像として祭り上げられていたのです。ところが、戦後になると多くの武四郎の著
作が刊行されてくるので、単なる愛国家とは皆言わなくなります、探検家だけでもなく、
ほかにもいろいろなことをやっていたのだ、と。登山家だったし、旅行家だったし、画家
だったし、歌も詠んだしと、いろいろなことをいう人が出てきたのです。多面的な武四郎
像が提示されてくるのです。
それが、1970年代後半以降になると、アイヌ民族との関わりが非常に強くなります．ア
イヌ民族の復建や、北海道旧士人保護法廃止などの情勢もありまして、武四郎の仕事をア
イヌとの関わりの中から捉えなおそうという動きが活発化します。この動向というのは、
アイヌ社会を綿密に復元、分析すると同時に、非常に細かい記述がありますので、少数民
族を主体として歴史を構築するための問題提起を武四郎が書いたものの中から、或いは彼
の行った活動の中から受け取っていこうという流れが出てくるのです｡これが、近年の大
きな流れなのではないかと思われます。武四郎とアイヌの関係ということです。ここでの
松浦武四郎というのは、アイヌの人々に心優しく接した、深い理解を示した人物として語
られています。
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３．松浦武四郎の地図～「東西蝦夷山川地理取調図」
この論文ではこの後女性の話に入っていくのですけれども、今回はそうではなくて「地
図」の話に入っていこうと思って、レジュメの２の方に入っていただければと思います。
武四郎が作成した地図は大きく分けて二つあって、「三航蝦夷全図｣ともう一つは｢東西蝦
夷山ﾉⅡ地理取調図｣というのがあります。後者の地図は、４，５，６回目の後半は幕府が
雇ってからくまなく歩いた結果ということもありまして、かなり繊密で、膨大な地図にな
っています。「三航蝦夷全図｣と比べると明らかに違うということが分かると思います。「三
航蝦夷全図｣はコピーしてないのですけれども、「東西蝦夷山川地理取調図｣の－部をコピ
ーしています｡２番、３番とあります。２番は石狩川、小樽あたりの部分になります。「オタ
ルナイ」と書かれているところが現在の小樽なのですね、沿岸部分なのですが。もうひと
つの３の方が馴染みやすいのかもしれませんが、これは函館近辺です。３を見ていただく
と分かるのですが、山の形が非常に特色があって、従来、伊能図にしても（伊能忠敬が作
成した地図)、間宮図にしても、山は基本的に山の形で書くのが主流だったのです。武四
郎のこの地図というのは、地図学用語でいう「ケバ法｣というもので、山の起伏を線で表し
たもので、これがこの後｢等高線法｣にかわっていくのです。地図史の流れですと。ケバ法
の最初の頃に地図で、蝦夷地では初めてだったと思います。このケバ法が使われているの
がすごく特徴的です。伊能図は、山が本当にきれいな山の形で書かれているのが特徴です。
特に大図といわれる地域図です。あと、河川を書き、地名を書いていく、もちろんびっし
りと沿岸部分も地名があるのも、この｢東西蝦夷山川地理取調図｣の特徴でして、地名を非
常の詳細にびっしりと記載していくという形をとっています。この地図は一枚の図ではな
く「切図」なので、全部で２８冊の折りたたみ図に分割されています。色刷りで、安政６
年に出版されるのですが、非常にきれいな地図で現在でも古本屋さんででるときがありま
す。すごく高くてとても手にはいりませんが…綺麗なやつですと１００万円ほどするのでは
ないでしょうか。出版されてたくさん出ているかと思われるのですが、この時代にどのく
らいの部数が出されているのかは、はっきりした数字は分かりません。木版ですのであま
り多くはできないと思うのですよね。でこの｢東西蝦夷山川地理取調図｣の地図史上の位置
付けとしては、（秋月さんもかかれているのですが)、輪郭はとても正砿ですが、この輪郭
は武四郎自身が書いたものではなくて、伊能図という前段階があるのです。伊能忠敬は蝦
夷地の地図を作製していますが、彼が実際に測量したのは東側だけで、西側には行ってい
ません。その西側については間官林蔵が幕府お雇いとして行っています。そこで伊能図と
間宮図と合わせて蝦夷･樺太ができあがるのです。二つを合わせて沿岸図とも呼ばれてい
るのですが、この段階では内陸部がまったくないのです。これは、当時の政策もあり、ま
ず沿岸が重要だということで、沿岸を測量していったのですが、間宮図を参照して、沿岸
を描いているので沿岸部は正確である、そして内陸部は今までなかったので、前例のない
詳細な内陸地図ができあがったわけです。そうすると、北海道の地図の作成史において非
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常にインパクトの強い地図になったのだという位置付けが大抵のもので、この内陸部の記
載というのはかなりオリジナルというか、松浦自身が最もこの時期多くの調査をした人物
でありますので、彼に対する評価は非常に高いということです。この地図については、多
くは、内陸部の地名記載の詳細さに評価が集まっているというのが現状です。松浦がこれ
だけのものを作り上げることができたというのは、そこに住むアイヌの人たちの協力があ
ったからだと一般的に言われています。５枚目の左側の方に、一部分だけ切り取ってある
のですが、これは｢案内土人名簿｣と称される｢東西蝦夷山川地理取調図｣の最初に載ってい
るのものです。それぞれの領土、地域、場所が書いてあって、彼がどういう人たちに案内
を頼んだのかというリストがすぺて載っています。すべての地域にまたがってです。松浦
は内陸部すべてを調査できたわけではないので、どこにどういう川があって…と聞き取
りをして描いていたと思われます。
そこで、松浦がある種こういう仕事をしていたのかなと思わせる絵がありますので１番
に戻ってもらいたいと思います。出典が書いてなくて申し訳ないのですが、１番の左上の
絵は｢近世蝦夷人物史｣から取っています。私が前回の論文のアイヌ女性についての時に使
ったものなのですけど、もともとこの｢近世蝦夷人物史｣というのはそのタイトルが示すよ
うに、蝦夷の人々だけを描いたものなのです。安政４年に一回描き上げて、出版を函館奉
行所に申し出るのですが、その内容が良くないとして出版が禁止されてしまった本です。
他の場合にはあまりそういったことはなかったみたいなのですが、この｢近世蝦夷人物史」
という本は出版が禁止されてしまい、実際にこの本が公に出てきたのは明治４５年という
ことですから随分後になってしまうのです。そこで、雑誌「世界」で連載されたことが初
めてだったということです。アイヌの人々に関する細かいことを書いているのですけれど
も、彼の多くの著作の中では、きわめて特殊な形態をしており、ここではアイヌの人だけ
を取り上げて描き上げていくというスタイルになっています｡他の地誌類は紀行文は､色々
な様々な地域の情報や地形とか植生とかが彼の自筆の絵とともに詳しく説明されているも
のが大半です。
これは、アイヌの人々が地図を描いているという、その中の一枚の絵なのですが、これ
もすごく不思議な絵の一つなのです。その他の不思議な絵の一つとして、その下に描かれ
ている｢蝦夷漫画｣があります。北海道の図を指で書いているわけですが、これも立ってい
るアイヌが陣羽織なんかを着ていてとても不思議です。何が不思議かといいますと、基本
的に、文字も筆墨紙もないと史料に書いてあるのですが、その上の挿絵だと、筆と墨で描
いているのですよね。この作品も松浦自身が描いているのですが、アイヌ女性が指で書い
ているところに、アイヌの男性で、長老みたいな人が陣羽織を着ている絵というのは、実
は松浦自身がアイヌの人に模しているではないかと解釈されていることもあります。この
二つの作品は地図に関して考えられる際に取り上げられることが多いです。あちこちの挿
絵としてよく載っている二枚です。
4７ 
４．その後の活用
次に、アイヌの人々の協力ということに入りたいと思います。松浦がつくった｢東西蝦
夷山川地理取調図｣という地図なのですが、これ自体、後世でたくさんの利用のされ方が
あるのですが、はっきりと位置付けられているものとして二つの場合があるのです｡出版
物としては、１８６９年に｢北海道国郡全図｣という松浦自身が作ったものがあります。４番を
ご覧下さい。これの右の図で、木版色刷りのものです。「武四郎の業績の総決算、北海道
名実共に日本領土となる」と高倉先生の一言がかいてあるのですが、この「名実共に日本
領土となる」というくだりは植民地主義を批判する立場からは、若干気になります。さら
に、その隣で、大学南校の出している｢官板実測日本地図｣というものが１８７０年に木版色
刷りで出されたものです｡これは秋月先生の本から取ったもので、「伊能忠敬の『大日本沿
海輿地全図』の小図を原寸のまま刊行した大地図｣とあります。伊能図というのはもとも
と沿岸部のものなので内陸部がありません。ですから、この場合は内陸図を松浦武四郎の
｢東西蝦夷山川地理取調図｣でもって補うとなっています。そのため、河川、山地、その他
のアイヌ語地名がびっしりと入っているわけです。これも非常に評価の高い地図としてい
われているものです。
もう一つその次に、開拓史時代においても非常にたくさんの人が利用したといわれてい
て、一番はっきりしているものとして、開拓史顧問のケプロン報文というものがあります。
史料を読むと、そのなかにライマン氏北海道記事というのがあります。ライマンというの
は当時の有名な地質学者です。ライマンの顔は６番のプリントに載っています。ライマン
とその弟子達の写真は今もなお北大の資料室に残っています｡彼は開拓使お雇いのアメリ
カ人の地質鉱山技師であるということです。ライマンはマサチューセッツで生まれ、ハー
バード大学で学び、更にその後パリなどの鉱山学校で地質学、鉱山物学を学んだ青年でし
た。生年は１８３５年、没年１９２０年ということです。当時北海道開拓使は、開拓使お雇いと
してたくさんの外国人を雇っているのです。その前にもグレイクですとか、ケプロンもお
雇いだったのですが、このライマンの仕事というのは、５番の地図を見てください。北海
道の地質をひたすら調査する役目を負っていたのです。地質をとにかくたくさん調査し、
またこれだけではなく、多くの地質図を作っていたらしいのですが、早い話が、どこから
何が取れるか、この場合特に“石炭'，がどこにあるのかと共に予想埋蔵量などが記載され
ているのです。ライマンは多くの記録を残していて、それがこの｢ライマン氏北海道記事」
といい、「新撰北海道史｣という戦前にだされた北海道の資料として活字で出されていたの
ですが、その中の一部分をピックアップしました。６番のプリントを見てください。例え
ばその右側のほうでも、石狩側の辺りで調査していたらしく、「松浦氏ノ地図＝依レバ｣と
いう文言がたくさんでてきます。あと左側の説明の項目でも書いてあるのですが、松浦の
地図とどんな風に違うのかですとか、２，３ページに一回ぐらい松浦の地図とどう違うのか
といった比較が出てきます。これはやっぱり内陸部の調査をしているので、松浦の地図を
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持ち歩いて、見ながら調査しているのです。こういうふうに、或時点でつくられた「地図」
が後世の人がどのように使ったのか、という証拠となる文献を探すのですが、あんまりみ
あたらない中で、こういう風に具体的に出てくるのがおもしろいなと思いまして、なぜみ
んな注目しないのだろうと思っています。このように、松浦の地図を使ってライマンは作
業していったのです。基本的には｢ここは間違っている」とか｢ここはこうではない｣といっ
た作業になっていくのですが、松浦自身も内陸部分を自分で全て踏査して描いたわけでは
なくて、地理に詳しいアイヌの人々から聞き取りをし、メモを取って描いていくというこ
とをしていたと思います。ライマンの場合は、もちろん地質を調ぺなければならないので、
それでひとつひとつ調べていったのだと思います。また、ライマンの場合だけではなく、
松浦武四郎の仕事自体、明治時代は低く見られていたというのもあって、他にも何人かの
地図を作った人の発言ということで幾つか読んでみると、やはり松浦の地図というのは、
明治以降の近代的測量でどんどん塗り変えられていかなければならないものでもあります。
また、北海道の開拓にとっては、特に内陸は重要なものなので、このような開拓便・北海
道庁の仕事は常に評価されていくという論調が高まってきます。ただ、ここで私が強調し
たいことは、ライマンのこの記述をみてもわかるように、松浦の地図があってこそ、とい
った側面があることは否定できないことだと思います。
５．おわりに
本当はもうすこし細かく一つずつ検証していかなければならないのですが、今日は概略
だけということの作業にしたいと思います。最後のところで、少し考えていることは、ま
ず、地図を考える時の考え方として、私個人は、あくまで“地図情報の在り方''にこだわ
っています。最初にも言ったように、一つには図像なり画像であるということと、もう一
つはその情報が繰り返し利用されていくという側面を常にもっているということです。例
えば、すごく有名な蝦夷地の地図として、フリースというオランダ人がオランダ東インド
会社の命令で書いたものがあるのですが、それはその後のヨーロッパで売られていく蝦夷
地の地図ほとんどがフリースの模写、あるいはその影響下にあったのです。フリース以後、
ヨーロッパ人は、しばらく蝦夷地に赴かないので、彼の地図の真似をしたわけです。これ
がフリースによって１６４３年に手書きでかかれた地図です。ヨーロッパにおいても、こう
いった地図情報が後世まで使われていくのだということです。そうすると、それを用いた
ことによって多方面から様々な意見が出てくるので、その時代に共に生きた人々だけでな
く、それ以降に生きた人々への事実なり、空間像の影響も多大であろうということです。
ですから、地図をもう少し情報として捉えていく地図研究も、今後出てくる必要があるの
ではないかと思っているのです。あとは、地理学科の所属のなかでも、地図学を研究して
いる人達のあいだには、「地形図」は、現実の地表面を「正確に」表現しているのだとい
う考え方が非常に根強いということです。地理学科の学生ならば「地形図」を読むという
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演習をさせられるのですが、現実の山とか川とかを頭の中で浮かんでこなければダメだと
いわれて、読み解く作業の必修の授業なども多いのですけれど、その思想の背景にあるの
は、科学に基づいて測量された地図は現実の地表面を反映しているのだという根強い考え
方があることです。もちろんこれを今更再検討した方が良いというのではなく、その後の
地図史研究者、特にハーリーなどが言及しているのは、これは真実でもないし偽りでもな
い、例えば地図が現実空間を反映しているかというのは事実であり真実であるのだ、いや
違うのだということを議論してもあまり意味はなくて、地図の性格というものを捉える時
に、地図に書かれている内容の選択性なり、表象を通して人間社会なり世界を構築してい
るのだということを考え直してみるといいのではないかと言っています。ハーリーの言っ
ていることで、私も面白いなと思うものがあります。彼は｢沈黙の理論｣といった高尚な言
葉を使うのですが、つまり、描かれてないことの意味を捉えていったらどうかと言及して
います。2000年に私が論文で主張したのですが、蝦夷地沿岸部の絵図を使って論じたとき、
その同時期に他の資料で見るとアイヌの集団はそこら中にいるのに、私の検討した和人の
手で描かれたミクロスケールの地域図では、なぜかアイヌの人たちは描かれないのです。
また、地図なり絵図なりは、また後世の人がそれをみて真似していくので、どんどん描か
れなくなっていくことも当然ありえるということです。描かれたものは繰り返し繰り返し
使われていくし、描かれなかったものは繰り返し繰り返し描かれなくなってしまうという
側面をもっているのだということも地図の後世への影響として重要なものであると考えて
います。
あと、今回の課題として、やはり松浦武四郎の仕事というのは再評価なり、再検討して
いかなければならないと思っています。あまりに松浦武四郎が祭り上げられてしまってい
て、今北海道に行くと、どこいっても武四郎の碑であるとか、武四郎は素晴らしいとかを
耳にしますし、また三重県出身なので三重に行くと、北海道の名付け親とか、そういった
素晴らしい業績ばかりが称えられているような気がするのですけど、武四郎のことをそん
なに悪く言うつもりはないですが、本人が意図していたかどうかに関わらず、彼の仕事と
いうのはその後膨大な影響を及ぼしています。作成した地図が様々な活字で活用されて、
北海道と名前を変え、支配の一つのツールとして機能していったということはおそらく想
定はできるだろうということです。といってもこれも難しくて、松浦はアイヌの人々は素
晴らしいと彼の理想なりを書くのですが、彼は後半幕府のお雇いとして仕事をしていたの
で制限はあるでしょうし、出版したくてもそれはだめだといわれたりしたことも実際にあ
りました。今後は彼の考え方を祭り上げるだけではなく、慎重に再検討していくことも必
要になってきます。例えば、彼の書簡を読みこなしていく作業であるとか、もっと細かい
仕事をしていかないといけないのではないかと思っています。
5０ 
趣
）多くの論文の中では、意見が合わないというか、よく知っているし、これだ
けの調査をしてきたのだという考え方も、おそらくもう一回検討する必要はあ
ると思うのですが、考え方が合わなかったのだろうと…もっと素朴な言い方
をすれば、“雇い，，はやめて、自分の仕事をしたいという人もいます。例えば、
松浦武四郎記念館などで、郷士史として武四郎ファンの方々は割と｢武四郎は
自分の仕事が大切で、社会的地位、お金は重要ではなかったからやめたのだ」
というような論文を書く人もいます。その辺は、時代と評価と共に変わってい
るのですが。私ももう少し検討が必要かなと思っています。
(･･･） 
一つは、そもそも松浦武四郎が最初の幕府雇いとなった時（安政２年）の話
をいろいろ読んでみますと、彼はその前に江戸を出て行ってあちことふらふら
していて、各地にともだちがいっぱいいたそうなのです。その中でも有名な人
で、その時期函館奉行所の役人だった向山源太夫という人がいまして、その人
が先に幕府お雇いとして函館奉行所に勤めていて、現地調査しているなかで、
松浦を一生懸命に誘ったといいます。一緒に調査していた中で、向山が先に亡
くなってしまったのですが…。つまり非常に武四郎は友達が多かったという
ことも理由の一つです。このころ幕府のお雇いに当然なるのですが、第一次直
轄地、第二次直轄地ともそうであるように、江戸が基本ですから江戸から函館
に単身赴任をすることになります。何年かすると江戸に帰ってきたいと思うか
もしれません。（江戸を中心に人事が流れているので）行って帰ってきたら出
世しているかもしれないし、よく言われているのが、武四郎自身が江戸に知識
人なり高い身分の人脈を持っているということです。そういった人たちはある
一定の階層であるので幕府に役人になっていくし、この時期、よく茶会を開い
ていたといいます。「茶会で政治が決まっていく世界なのだよ、今と変わらな
いね｣と研究者仲間と話していたのですが…。江戸の交友関係といえば、有名
人同士がくっつき、集まって書画会を開き、ほめあっていく過程でいろいろな
取り決めがなされていました。ある意味で、武四郎も文化人であり、色々な知
識もあり、交友関係もある特定の階層･文化人に集中していて、その中の人脈
でいろいろ動いていたのかな、と前々から思っていました。これだけの綿密な
記録ができて、全て自分で絵を書いて、スケッチはこういう調査では中々大変
であるから、文字がまめに記録できる人＝能力の問題も出てくるので、それは
交友関係の中で作られたのだろうと思います。それと、前にも何度か蝦夷地の
調査も行われていたのですが、普通は幕府のお雇い、つまり役人が派遣される
5１ 
という形をとっていましたので、いわゆる“仕事”としての調査でした。武四
郎の場合はその前段階から①、②、③（前６回の調査のうち、幕府のお雇いに
なる前の３回）とあるように、やっぱり自分で行っているのですよね。そうい
った前段階でも、諸国遍歴をしていますし、結構日本全土をふらふら歩いて、
全て記録して、絵も描いている記録魔であったわけです。生粋のフィールド・
ワーカーだとよく言われているのですが、その本人の生き方と、幕府のやり方
とが合わなかったという点もあります。つまり、最初の段階では非常にお金も
かかることですし、たくさんの人を雇わなくてはいけないので、お金をもらっ
てくまなく調査していたのですが、武四郎は安政６年に一度幕府をやめて、自
分は自由にやるのだといって出版活動に没頭したりだとか、後は、－回その後、
開拓使に誘われた時に引き受けて、開拓便になり、北海道の名前を付けたり、
国郡制をつくったりだとか、開拓史のために働くのだけれども、それもたった
１年でやめてしまったのです。やり方が違うといってやめてしまうというよう
な行動からして、合わなかったのではないかというのが従来の研究です。しか
し細かいところをもう少し再検討する必要があります。私も自分でいろいろと
論文は読むのですけど、－時資料というか、何を元にしていっているのか、つ
まり書簡から言っているのか、状況から言っているのかをもうすこし丹念に見
ていく必要があるかなと思っているのですけど、そうすると松浦武四郎研究に
なってしまうのでどうしようかなと思っています。それで、今地図の話に戻り
たいと思うのですが…
(質問）（…）
(回答）明治政府の方にも今、興味があって、‘`江戸幕府'，と“明治政府'’です
ね。幕府側の人でも、武四郎以外にも何人も調査に行っているし、絵図も描い
ているし、記録も作っているし、そういった人たち(江戸時代からの役人)は明
治になると、やっぱり役人として偉いポストに残るのですね。だから継続性は
人事として存在しているのです。近代史の先生と話していた時に、幕末の蝦夷
地調査にはこの人がいて、この人がいて・・・という話をすると、この人は明治
の外務省にいたよ…とかいう人事、人のつながりがものすごく存在している
ことに気づきました。ある特定の層だけで蝦夷地の調査をしていて、開拓便に
なって、明治になってもやはりある特定の同じ人たちが調査をしているのです。
そのつながりというのがすごく重要です。そこで（幕末一明治）一回切れるの
かなと思っていたのですけれども…能力として変えられないのか、それとも、
他に(適切な人が)いなかった、つまり蝦夷地と北海道の政策として同じ人たち
が担う状況がかなりの長い間続くのですね。その中で、松浦はやったり、やめ
たりでわりと変動している人なのだなと思ったりもしました。
5２ 
（質問）アイヌ語地名について
（回答）
今では一つのジャンルといわれているアイヌ語地名を“カタカナで表記する，，
ことに関しては、政府からの御触れがあったらしいのですね｡北海道史の年表に表記され
ていたと思うのですが。それで漢字に関しても、幕末の時代だとごちゃごちゃで、漢字を
使う場合と使わない場合(カタカナ表記)が混ざっている状態です。漢字も一定していない
ので、明治になって地名が統一されていくのが何年か分からないのですが、もしかしたら
開拓史の公文録などに地名の規定などがあるのかもしれないと思います。
私は幕末の資料だけなのですが、幕末の漢字はめちゃくちゃというか、当て
字というか、アイヌ語地名の研究者からしてみれば、武四郎の書いた地名はア
イヌ語地名の基礎になったといわれています。彼が聞き取ったものをカタカナ
表記にしているので、それが定着していった可能性は高いのではないでしょう
か。（…）
質問：それが主流だというわけですよね。このように、松浦の地図というのは、いわ
ば科学的な測量というか、正確な地図をかくための規定されるべき材料として
利用されていたのですか？
(回答）：そこまではっきりとライマンが意図していたかは分かりませんが、ライマンは
とにかく地質図を作るべき人として呼ばれたわけですけど、地質を調べる上で、
やはりどこに何があるのかという地図は必要でして、その基礎資料として当然
何もないまつさらな状態よりは、あったほうが便利ですし、その当時、武四郎
の地図が使い勝手がよかったのではないかと思います。一つずつ自分で分布図
を作っていくときに、聞く作業の材料として武四郎の地図が使われていって、
ここが違う、ここが違うというように書き換えて、自分の地図を作成していく
作業を丹念にしていったのではないかと思います。ライマン本人自身がどうい
う作業をしたかという解釈と同時に、この作業の意味は結果的にどうだったの
か、つまり、地質図を作るときに石炭が掘れるところなどが全部特定されてき
たのです。
北海道で地籍図を集めようとすると、本州はもちろん明治１０年くらいまで
には結構いろいろなものが集まるのですけど、北海道は大正にならないときち
んとしたものが欲しいと思っても取れないのですよね。だから、地租改正とい
われるかというと地籍図･土地台帳作りということになるのでしょうか。話は
明治初期というか、かなり早い段階になります。
５３ 
地形図は日本全国行ったのですが、地質図（鉱物）は、全国ではその後作ら
れますがこの時期ではライマンの地質図が最初だと秋月さんの本では書かれて
います。現在は国土地理院が作っている地質図がありますものね。
(質問）地質図を作ることによって領有権を得ようとしていたのだろうか？
(回答）地質図を作ることで領有まで考えていたかというと、植民区画だったら国有
地に全部していくわけですけど…。私は資源、石炭の利用が重要だったのだ
と思います、というのは当時鉄道を作らなければいけなかったからです。
(質問）松浦武四郎さんはもしかしたら、その頃の江戸幕府のエキゾチシズムに惹か
れた人なのかなという見方もしてもいいのではないか。武四郎が作った地図が、
いわゆるその後の開拓に使われことは、例えば原子物理学者のキュリー夫人が
研究していったことが後に学歴になっていったことに似ているのかもしれない
と思うのですがどうなのでしょうか。その前後に、江戸幕府の時代から２０世
紀にかけて地図、絵図を作った人たちはたくさんいたと思うのですが、武四郎
以外にどんな人がいたのか教えていただきたい。
(回答）後者に関しては、北海道全図はこれに入りきらないくらいたくさんあるとお
もいます。北大が一番持っていると思いますが、北大以外にも多く待っていて、
資料的にもまだまだ開拓しきれていないと思います。幕末になると色々な藩が
蝦夷地に興味を持つので赴いて地図を作るのですよね。私が今一番注目してい
るのは佐賀藩のものなのですが、どうも佐賀藩が幕末に地図を作っていららし
いのです。それはたまたま佐賀の鍋島に資料調査に行った人がたくさんみた
といっていたので、もう鍋島文庫に行かなくてはと思って計画しているのです。
いちばん有名なのは水戸藩が作ったものですごく細かいのです。みんな興味を
示しているのです。水戸藩が作ったのも安政だったと思うのですが。大きい藩
も小さい藩も函館に赴いて、「いつちよ儲けてやろうか｣といったところがあっ
たのですが、わりと失敗した人も多く、戻ってきたりしていました。幕末でさ
えいたので、明治期にはもっと多くの人が儲けてやろうと思い商売を始める人
もいたでしょう。
(質問）南太平洋だと、よく船が難破したり、逃げちゃったり、現地が気に入ってしま
って彼女ができたりだとか、時々コロニアリズム時代の先兵が雇われて仕事し
たり、通訳したり、仲介したりだとか、彼ら自身がある程度知識を持っている
ので調べて来いと言われたりしていわゆる‘仲介役，となった人たちがいるの
ですけれども、そういった感じなのだろうかとも思いました。つまり彼ら自身
5４ 
の生活があり、現地にいるわけなのですがそれは仲介的な使われ方もするわけ
ですよね。それはコロニアリストの思い通りには行かず途中で辞めてしまう人
もいるわけですよね。そういった感じでもないのでしょうか。（武四郎は)現地
にずっといたわけでもないですし…江戸にいたのですよね。
質問：それは辞めてから結婚したのですか？
回答：そうです。幕府の雇いを辞めてから結婚しています。
質問：(幕府お雇いを)辞めてからどうやって生活したのでしょうか。
回答：気になりますよね。記念館に行った時もそれが謎で、どうしてこんなにお金がある
のか･･･それで、問いたのですけどみんな｢分からない｣っていうのですよ。実
家がお金持ちなのかなとも思ったのですが、松浦家は今でも存在し、家も見ら
れるのですが普通なのですよね。スポンサーも分からないのですが、記念館の
人が言うには、武四郎の父が、彼が帰ってくると一両ボンっとあげると言って
いて、その一両でもって彼は旅をするのだという嘘か本当かわからない話を私
にしてくれたのですけど、ちょっと一両では無理だと思うのですよね。だから、
お金をどうしていたのかということを調べていきたいなと思っています。出版
したからといってそんなに儲かるわけではないですよね。幕府の雇いの時はお
金もらっていますが、それ以外の時の経済的バックアップはどこからくるのか
気になりますよね。商人でもないし・・･大台ケ原で開拓しようとして、できず
に終わったらしいのですが…。
(質問）アイヌの男女構成について（『近世蝦夷人物史』）
(回答）女性が圧倒的に少ないです。この１２人しかいないのですね。全体で９９の事
例(必ずしも－事例一人というわけではない)のうち、主人公になっている女性
の比率は１２です。後は主人公がいて、その主人公に関係する奥さんとか娘と
かいう形でいろいろ登場することはありますけど…。女性の方が書くのが上
手いといわれています。
(質問）北辺、つまり北海道を越えて、千島･樺太のどのあたりまで描かれていたの
でしょうか。
(回答）武四郎の地図の場合ですよね。武四郎はまず｢東西蝦夷山川取調図｣は蝦夷だ
けなのですが、北蝦夷をやろうとしたら幕府に止められたのですって。「三航
蝦夷｣も蝦夷で、「国郡全図｣は樺太･干島･カムチャッカまであります。対岸の
カムチャッカ・アムール川流域は真っ白く描かれています。「国郡全図｣は北が
下で南が上という独特のもので、よく問題になるのですが…。
色々と参考になりました。ありがとうございました。
5５ 
筆者の米家さんが在外研究出発前に体調を崩されたため、図表はご本人の了
承の下、発表時のものを使った。そのため本文中の番号とは対応していない。
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